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序にかえて

2010年変年載をお騒けする。今年は地域包括ケアに関する話題が議々な形で数りよiずられ

た。地域包括ケアは決して新しい考え方ではなく，授、知症ケアについて言えばョごくあたり

能の考え方である。問、知艇の代表的な原医痕患であるアルツハイマー請の入は数年単位の経

過でみれば必ず悪化方向iこすべての機詫が変化していく令こ必ような特徴の疾患、をもってい

る人に対する医壌やケアの爵標法生活をサポートすることであることを考えれば，

ケアという視点は還き

として行われた

りの藩実な畏療に完

といっても通言ではないであろう。当センタ

げ酌品川.. . .，斗る官民躍学が協働した認知症地域支援非常5づく

調査研究事業jおよび“認、知痘介護議事者高野修

のありの検討J)などは地域包措ケアを推進するために大きな投書誌を果たすはずである。

もう 1点，地域包括ケアを推瀧ずる上で大きな課題が底捜とケアのコミュニケーションの

もいいであろう。 省くて訴しい課題である。近年，関が積極的iこ施策を推進し

ていることもあり s 一部の壊壊では欝努者一丸となった地裁作り られつつある。医嬢

とケアのごコミュニケーションも地域包櫛ケアを議めて実現していくよでは欠かすことがで

きない。東京センターにおいても関わらなけれぜならない大きな課題である。

さらに，務務事業が始まりおよそ 10生存が縫っが 3 その中心的な事業である認知痘介護詣

導者養成研務者合む認知症介護実践者等主義成事業の見渡しが 21年変より議められている。

いくつかの課鰭が指摘されているが，そのなかの lつに介護支援専問員

者が研修を受講しにくいという点がある。来年度には地域告揺ケアiこE詳した研修体制を整備

するとともに認知痕ケアの理念に一歩でも近づける静務体制と内容の実現を関摘して，実践

的な研究を行い，その成果を現場にフィードパック

各位の悪諌のないご意見，ご批轄をお顧し

課題に取り組んでし 、。

る

平成 23年 12克

認知症介護研究・研修東京センター

センター長 本間 昭
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研究活動

s 

1 .研究活動の概要

研究部長

センターが措1悲して 11年。この際iこ各年変ごとに樺々な調査研究事業を手がけてきました。

その中には探|燃の介髄現場に役立てるような比較的普通'性をもった謂査研究事業がある

方， ).品去には研究者の関心髄Jl!lGに依存した綿Zllの調査研究事業や具体的な成果に乏しい調査

研究もも少からずあったことは否めません。ここ 2，3年-Of究事業への萌究費枠が殺まるに

つれて従来のように自幽研究的な課題.の探択はセンタ一事業，鍵窓会増進事業にiまな乙まなく

りつつあります。今の課題は何か，どのような成果をあげていくのかが問われてい

加うした問題意識を持ちながら，具体的な成果を意識しつつ 22年変研究に散り組んでさま

22年度の研究概要

これまで行ってきた東京センタ}の研究課題の大枠は「地域ケアJと蕗知建ケアのための

人材脊或です。実捺，上記のような問題意識から，平成 19年より f賂知接対立;の様点から

見た地竣診Itrrの提諜づくりに関する調査研究Jを皮切りに地域ケアiこ焦点を当てたいくつか

の調査訴究ひもときシート j の作成，自治体の地域作りへの文披，部資活動を行ってき

たところです。その或果の一部を生かすために閥、知航ケアガイドブックの躍で害発書の間行

を予定していますが，さらに研究成果を発展おせ，のばすために 22年度の研究にいっそう

の力をそそいできました。 22年疫の成果は報告部に求とめ， DCネットでち関覧できるよう

になっています。成果の…部試 5月に地支己の杉故s:のセイシオン杉挫で、行った研究報告会で

取り上げ，一般の方々にもわかりやすく解説合してきました。 22年度の調査研究成果は別項

で紹介していますが， したのでご参照ください。

1) あるいは認知機誌の進行性抵下;こ影響する生活習慣，介護予防

2)余聞の市じま町村民おける官民遊学が接強した語、知疾地域支護体制づくりの着実な展開に

行けた総合的撒滋に関する調査研究事業

3)認、知組介鱗従事者研修のあり方の論封一認、知痘介護実践者等養成事業の社会的意義と課

ヰ)認、知症地域包括ケアのあり方に関する研究事業

5)認知症高齢者の家族と医醸の連携促進事業

{須Fl.



2. 2010年度の研究事業成果報告

1 )高齢者の認知機能維持，あるいは認知機能の進行性低下!こ影響する

生活雪11費，介護予訪意識の閥蕊研究事業

智子 (JI[翼天窓大学室聾看護学部 高齢者着誠学講師)

寺本 弗彦(群蒋大学産学部保備学科医療基礎学教授)

伸夫(社会構祉法入浴風会浴j弘会第i珪 籍 神 科 医 長 )

松村康弘(桐生大学窓療保種学部

丸井英ニ(損失裳大学窓学露公衆櫛生学教授)

山o癒患者自彊天堂大学箆学部公衆衛生学助教)

(国立がん研究センタ…がん対策博報センターがん需報・経計部室長)

吉間期一(社会描祉法入浴嵐会浴説会購読設長〉

(罰禁医痩諸説大学大学説霞嬢福祉学研究科臨床心理学専攻

渡違法文{器知痘介護研究・研修東京センター

書館隠的と方法

都知症介護予防毒と合めた介護予拐事業は各地域住括支援センター，自治体を接に進め

しかし，善晃窓の認知症介護予tjの方法とプログラムはおもに務外国わ疫学約五洋究

ら類推してよかれと思われる点そ取り上げて搾られています。そこで諸外冨のデ…タ

の護局だけではなく，岡本で生活する高齢者の実醸の懇知レベルの推移P 自然経過を把握し，

認知レベルの維持，イ誌下iこ及iましている詩子を抽出することは，現なの認知症介護予防敬意震

のあり方そ見置い今後の器知痘介護予訴事業の立ち上げ，運営を効果的に進めるう

と考え，この鏑議事業を企画しました。

事業主?謹選するために第一事業を「高齢者の語、知機詣の進特性器下に影響する生活習欝調

査研究事裁Jとし，第二事業については，弁護予訪事業参加者の特控鵠査研究事業」とし

ました。

高齢者の認知機議の進特性器下に影響するさ住活習慣調査研究事業として膿携した頭の薬

語検診毒事業では，認知症の早期発見のために効県的なリスク予識を可能;こする鵡壊の検討を

進めました。検診内容は，生1賢官撰調査(生活習撲・活動;こ寵する問診表(2009主将棋)，認知機

能検査σ1ini-MentalState Exaroin皐tion:長岱おお，物語詑憧再生テストならびに頭部 X線 CTを

、ました。生活勢讃語査で法問顎の食事，運動，余暇，社会との交流，精神状離さと恥がこ

しました。第ニ事業ではどのような方々が介機予防事業に参加しているのかを競べまし

第一事業で用いた生活習慣鯛驚と認知機能検世間ini-Me江主alSt縦 Ex忽泌nation会仏結局も

した。介鵠予防事業へお参加に関する内容， IADL，介護器輸利用状況も問時に調べて

おり

-鑓議

その結果によると，①1I=lに 30分以上表くことが法とんど主い，または，たまにしかない

h品1SEという額義知能テストの点数が 24点以下の認知症レベルになる傾向を認めてい

9 
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ます。号毎日ではなく，週 1'"'-'6回ほど歩く高齢者の MMSE点数が最も高い額出を示しまし

た。争読書をほとんどしない高齢者の MMSE点数は低く，読書をとよくすでる法高齢者詰 M椛S廷

の点数が高い額向にありました。告パソコンs 携帯電話のメール告とほとんど使わない高齢者

のMMS犯点数は低く，毎日f吏う若をほど揺MSEが高い領向を恭しました。食習慣ではいくつ

かの食品の摂取が認知機能の維持! r向上に役立つのではないかというポ唆が得られてし

飲酒畿と MMSE点数の分布の関鴻では，飲造量が多くなるに従い， ~倒SE 24 

齢者の割合が低い傾向が見られました。つまり，歓揺している方のほうが，語、知

によい影響をもっていることがポ峻されています。

新部課査において，歓摺議や日本茶の摂取頻度などのように，統計学的には有意ではない

iが，訴年行う読査で決まって悶乙ような煩向を示すのです。これらについて，今後，さらに

縦i品を迫う前向き研究の鱗?をで検討を行うことが必裂です。ソーシヤノレキャピタノレ(社会的

なつきあい)について拭，近話rrでつきあっている入の数，友人，知人とのつきあいの多いほ

どMMSEの点数でみた総知機能は高く，また，友人給知人とのつきあいが頻繁にあるほど認

i知機能は高い傾向告と吊していました。反面，親戚・親類とのつきあいは認知機能とi玄関連が

iみられませんでした。「速い親戚より近くの他人j ということわざも蕗知機能とおおいに関

i連があることをうかがむせる結果で、した。

介護予拐事業への参加者平均年齢は 83.7識と繭齢でした。また M M問点数でみると一般

高齢者住民 28.1点、民対し介護予詰事業参加者平は 26.3点と差がみられ! 11珪腹部知臨書レベル

のかたがたが多く含まれる集毘とみちれま

予防防意織の翻査も伺特に行いましたが，参加者の認、知症予防への関心は商く，認、知症の

予防行勧告と自分なりに行っている高齢者が半数以上占めました。介護予i諸事業への予防意識

について 9割以上と高い関心をポしていました。しかし，認知誌に棒記した認知症予院教室

へ参加している高齢者辻，介諮予防司王鍛参加鮮で約 2割，一段住民高齢者で約:裂とおずか

でもあり，認知症の予i諸行動は自分なり iことるものの，地域で行う芸評議への継続的参加となる

ときわめて少数で，なお認知症ブト鰻予訪への取り組みには操閣があるように思いました。

知症介機予時教室への参加i場合誌少なかったものの，実際に参加経験のある方からは参加の

機嫌も前向きな意見が多くあり，また，査当来も多少なりともあったと回答している方が多数

を占めました。このことから，率換の普及という点であ更にカを入れていくと

くの人に利用してもらえると考えられました。

分譲予防事業や認知症予防への高い関心を持っている議問に対しては，事業をきっか汁に

賞記多くの事業への参加の見がかりや新たなコミュニティ安神りだすなどして，

…トも含めた事業の接持を行っていくことの必饗性が玉沢映されたと考えています。

介護の現場や擁築への探検に期待される.wf究成果

問、知症介護予防プログラム内容の震の向上とスタップのスキルアップに寄与

地域における閥、知舵早鱗接見のための集芭換診方式の擁立。費用対効果の崩で寄与する。

予詰教室参加者灘症で参考資料となる。



2)全国の市区町村!こおける官民震学tJi窓鷺し芝認知器地域支護体制

づくりの箸貨な牒開|こむけだ総合的推進iこ関する諜査器究事業

一一一
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永田久美子{認知主主介護研究・

小森由美子{認知連介護者斉究・

熊倉祐子(認知症介護研究・

湾事業冨鵠

全国の自治体・地域民言民産学協畿の器知症地域支援体制づくりを着実・

していくための総合約な推進システムを棒築することを潟的に 5事業を実描

と進捗状況
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り地域をつくる」キャンベーン推進金調ブコナーラム開催

金麗フォーラムを会関で鍔謹.今後の「授、知症を知り地域をつくるJキヤンベー

地でより効果的・継続的に普及・推進するための最薪情報創知見の発信と，地域づくり

当する行政組当者・隣1保者のネットワーキングの機会とした。

事業 5 認知盛地域支援体制づくり情報ライブラジーの謂発

認知痕地域究機体制づくりに取り組む自治体/地域の関保者が，教組みプロセス・

{物〉等に鵠ずる構報さと共有・利活用しあうための情報ライブラリーを開発するために，既

存成果物等の叙葉・分類・整理，ライブラ Pーのあり方に関するヒアリング，収集物の剥活

用の試行念行ったc

ヰ

軍事集結果

自治体における悪知症地域支援体制づくり推進に関する現況調査

都道河県招待9.4%)，市区町村 981(56.1%)であっ

より下記の点が噴ら

φ 自治体による認知痕地域文護体棋づくりの主義拶状況の格差が大きい。

都道府県の推進があると，市区町村の器知盛地壊文護体積づくり

認知症地域支援体制構錦等推進事業(モヂノレ事業) fこ敷組んだ議治体はそれ以外め自

治体にくらべて，認知症地域支援体制づくりが明らかに進捗

実態把謹やま聖域の諜題分析，推進の棋となる人材確保や組織体制などがなされない亥

1. 

-分析結果

量事業倒遺書

事業 1 eI r.合体における認知盛地域支援体制づくり推進は関する現況議査

よび全市豆町村役対象に，認知症地域文捜体制づくりの取り

に関するアンケート讃査を実識し?現状と課題を分析

事業2 自治体による認知症地域支援体額づくちの事鶏マネジメント

よび市区町村が，脅十欝的・鮭続的iこ認知症地域支援体髄づくりを?すすめていく

ために，鱗査結果やヒアリングをもとに，事業マネジメントのポイントの幾理・換言す，およ

びポイントを活かした自治体の取り組みの推進を行っ

全欝ー義道持県m 市広町村が連動した地域支援体制の推進システムの開発

よび都道持集，管内需区密7村，管内小地域レベルで支援体制づくりの取組み

る情報や方策を伝達・検射しあう系統的なセミナ…奇襲催しきそれらを?溜じて立場を超えた

がりと協働省ど育てながら地域支援体樹を護憲的iこ進農させていくためのシステム
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ま地域支援に関する絡事殺そ進めている自治体が半数以上。

舎 福祉.{;呆鑓・置療関部者に加え，地域の民産学官，多諜な饗諜告と拡大しつつある

地域にすでにある多様なネットワ…ク(見守り，子育て，J麓持説1I:，拐災，議殺対策等〉

を活かしたネットワークづくりが選んでいない。

調査で明らかになった課題の対広策合考察するとともに，今密の調査項院合各臨治体が

セノレフチェック項目として活かし，認知築地域支援体鱗づくりの進捗状祝や課題をそニタ

リングしながら計画的に取組みを進めていく方法会提示した。

なお，錦査結果の詳絡をまとめた報告護誇2 r調査データ濡j を作成した。

之 自治体iとよる認知痘地域支援体制づくりの事業マネジメントの推進

地域支援体議'1づくりを効率的 z 継続的に撒滋するポイントが抽出・整理し，

約立解説した資料合作成したc 自治体関陣者等のセミナーや検討会等で活用が諮られ，関

係者の共通方針や合意形成，アクションプラン作り等に反映された。

3. 全国一都道府県一市区町村が連動した地域支援体鱗づくりの推進システム

全国および都i道府県，管内市区町村，管内小地域それぞれの場で，支援体制づくり

する情報や方策を街道義騰検討しあう系続的なセミナ…惑と機種し，それらを通じて立場を鵡

えたつながりと協働会育てながら地壊支護体制そ護態的に瀧燥させていくシステムを開発

した。具体的に詰，金罷合i南セミナーを 3毘，都道府県蹴市町村セミナーを 8府県，市町

村脹地域セミナーを s自治体‘地域で関{寵する支譲を行った。幸子セミナ…は共通の教材や

ワークシート，アンケ…トを楽材とし，各セミナーとも参加者アンケートの結果で有効性

が高いことが諮認された。

4. 語、知症を知り地i境配つくるJ::t-ャンベ}ン普及推進:全閣フォ…ラムの関鑑

参加者は， 250名。参加者アンケート結果から，約 9欝の人が，ブォ…ラムを通じて新

たな視点を得られたり，取り組んでいく上での強{とにつながったと密饗していた。当日の

様子は新聞・雑誌等のメディアを鴻じて全閣記発信された。

なおブ;;tーラム資料は，報告審望号{欝 1 r:l:議議づくり事候i篇j を作成した。

5.総知築地域支援体制づくり靖報ライブラ P…の開発

全国各地の成果物等の絞集 z 分類・整理伶議，および全国各地での利活用

イブラリーを今後本格的に稼織させる場合に必要な機能・条件等が明らかはな

った。

今畿の急増が磯爽な認知症の人とその家族な地域で文様する体制づくりが急務であり，こ

れから着手する自治体・地域も，またすでに取り組み合潜めている地譲も，計画的，継続的

な推進策が不可欠である。本研究で開発した緒システムにより長治体・地域での地域支接体

制づくりを効率的に潜めていける可能性が確懇され，より実効性の高いシステムの実用化を

進めていく予究きであ



認知症介護実践者等3)関知症介護従事者研11多色あり

護成事撲の社会的意義と課題
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-背霊をと照的

これまで、器部茶室介護実践者等養成事業をは:ニめとした認知症介護従事者研修の効果評舗

について法令受講者的主観的な評価による研修受講後の綾織の変化については評イ面され，ぞ

きた。しかし，今後，より効果的な研鯵体制を確立するためにiえ研

修が研修修了者以外(修了者の所属施設の上司や部下等)にどのような効果を与えたか，ず

らかにしていく必要がある。本研究では態知装ブト護研修の中接

的なf立置づけである都知艦介議実践者等養成事業における明修特記議議ヲーダー研修及び

認知症介護指導者養成研拶の社会的意義を，多様車から検討したよで瞬らかiこすることを言

的とした。

翻方法

本研究事業を実蒐する

らな

うとともに，

磯部数は合計3@Jであっ?と。

認知癒介護実践研惨の有効性と課題について，専門職冨捧・

ジーダー研修修了者及びそのよ間並びに器知痘ブト護指導者窃修修了者等に対する調

もとに検討を行った。

り，務齢者介護にかかる事業者団体及び施設協会ョ並びに

認知症介護実践者等養成事業の現状と課題に関する

あり方について検討7 私 婚制決思ムrT¥摺

{認知症升護研究 E 研{彦東京センター)

加藤伸笥(認知痕介護研究・研修仙台センタ

椀 務(認知症介護研究・研修大府センタ

今井挙対(認知痕介護研究・研修東京センター)

筒井孝子(悶立保健隈捷科学院)

田中雅子(問

中島紀恵子(防

長田久雄(日

狩野由子

由仁田敏史

三よ裕耳{日

欝彦(公益社剖法入金閣老人福祉施設協議会)

明(社団法人全悶老人保健施設協会)

基揚(一般社団法人 日本慢性期謹療協会)

春子(日本認知症グループホ…ム協会)

隆次(日十/，i-鵠士碑柑回目

(認知症お人と家族の会}

2 

ミナーを実態し，実践研修の現状と

課題について清報収集した。

とみなすためお基準について安議委員会の議論及びこれま

し?と。

3 

踏ま

4 
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掴結果

地j戒による実践研修のカリキュラムのばらつきの標題委指導者養成研:悼の事業所推薦，

空宅サ…ピスの質の確保などについて議論が行われた。認知接介護のコンピテンシーの明

確化や主票数カリキュラムの必修科目の見庇し，在宅サ…ピスに対応したfJ}I務嬬i去の検討な

どの必霊祭誌が詣請された。

2 諮

「特になしμJ群どとに算出した平均{笹産の変化老念と晃た詰果，特iこなし一実践者成

主…ダ一一指導者間において全カテゴリ…で自己評価が痛まっているのに対し，実路者…

ザーダーi需で高まっているカテゴリーは 70項目中 36唄闘と約半数であった。また

者Jrリーダ-J f実践者Jr特になしj鮮ごとに認知症ケアの課題について尋ねたところ，

研修修了者がi限胤として感じている認知症ケアの主な《審は職員間で考え方を一致さ

せ連携をとりながら業務を行うことJ(実践者研修修了者:75.74%，リーダ--ivH!彦諺
77.61%，指導者fJ}I修修了者:54.39%)， r行動・心理症状への対応J (実践者研修修 j夜:

65.35%， リーダ…母子諺諺7者:56.51 %，指導者研修修了者:50.88悦) rストレスを抱え

る職員の支援J (実践者醗務務了者:51.49弘，り…ダー摂修{彦了者:55.60%， 

修了者 54.89%)などで、あった。

3 実践容f修の繋の確保の韓親と対策Jr在宅サ…ピスの質の確課の殻麗Jr案韓.wHl.奈の評

留と{彦了生の経弟j などについて対策が議識され共有された。

4 研修の読み換えや専問ケア静諺と位霊持けるための要件について盤理し，具体総在示し

た。

量考察

委員会における討議より. q守;こ在宅サービスに対応した実践者等義成事業における研修構

造の検討を行うと共に，カリキュラムのばらつきを是正するために何らかの対簸念講じる必

要性があることが指摘された。一方，調査結果から実強者等養成卒業のfJ}I・務において，刃f舘

{の設藷が進むごとに修了者の自己評価が高まっていることが実証されたこと会合わせて考

えると，実践者等養成事難詰，全体の枠紘みとしては効果的なシステムとして機能している

と考えられるものの， り…ダー研{彦のカジキュラムや行言語心理症状への対応， J職員閣で考え

方を…数させ連携をとりながら業務を行うことを含めて，実務者等養成事議全体の見蓋しを

行う必要があると考えられる。



ヰ〉認知症地域包括ケ7のあり方iこ

港人(武蔵野大学)

八森 淳〈市立{安東市畏購読臨床研修センター)

室谷敦子〈堺市揺社サー

黄議患博 ンタ

佐々木草寺院(社会議祉法人 特;5IJ養護老人ホーム桜井の思)

池田華料子〔いけだ後見支援ネット}

畦元智悪子(杉並詰主役所徐{蟻揺祉部蒸齢者主宅支護課〉

内田 孝子(社会福祉法人横誤市社会揺社議議会豊田地竣ケアブラ

ング

E書景と冨的

語、知症の早期発見・思牒との連携を含めた地域包括ケア体制の強イちのために3 150カミ

車庁の地域慢話支援センターに器知症疾患亙療センタ…と連携する問、知組連携控当者(以下，

連携担当者とする〉の配蜜が進められている。連携担当者が受講する研惨は，これまで認知

(以下手指導者とする〉が担当することを前提はカリキュラムを作成されてき

たが，今後さらに漉携強盗者を記霊するためには2 指導者以外の者が連携祖当者になる場合

の研修カリ='fニェラムさと換討することが求められる o また2 地域包括支接センターが連携担当

者とともに地域の龍、知症ケアの童向上を効果鵠・議率的ぷ嬢鶴するためには，語、知症ケアマ

い御崎エコL と普及が求められる。

丸木研究では，①現住行われている藤知盛連携詮当者事{~の効果を検読ん

認知痘介鰻指導者以外の者が認知症連携担当者になる場合の按修カジキュラムを額発する

加と，争認、知症連携担当者の活動状況を調査変ずることによって，認知痘連携担当者のフォロ

ーアップ体制のあり方について明らかlこすること，金効果的・効率的に地域匂話ケ

るように地域包話支援センタ…における認知症対応マニュアルを欝発することを浅

として実悲した。

E方法

① 連携担当者経修の効薬検誌とカジキュラム改定

連携担当者暁修受講容に対して，研接受講蓋後にアンケー

価した。具体的には，人間的と内容の一致， B.カジキュラムの諮れと

¥研修内窓を評

c.研修の日数・

時間数について受講者に 5: 当てはまる~1 当て改まら での 5 畠由記述

で評価を求めた。また，その結果を蕗まえ，研究委員会を車討議し，

検討した。

カジキュラムについて

争

5号

して研修受講前にア

した。語査で泣役割・

7活動する地域の状況」な

アルの作或

し，地域告建支援センタ

ンパーを中心;こマニュ

ト

、て自

連携担当者として

ングーとお連携状況Jr都

中心に聞き京つ

る認、知症対応マニュアノレのあり
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i源繕裂と考察

:CD 連携強当者専i移の効果検読とカリキュラム改定

期問中連携担当者窃惨を 31議実壊した。 3回の研修の合針受紘者数は 42名であっ

鱗者の所持資格は半数以上が介護支護専汚員であり，分轄機社土，社会福祉士3

保健師等がみられた。アンケート譲査の結果，日鵠と内容の一致については「地織におけ

るネットワーク体制を構築するJr認知症疾患罷療センターにおいて誌、矢口症の確窓診断念受

けた者に対する支搬を行う Jr若年認知症者の支援を行う jという臣的と内容の一教につい

ては共に平場点 4)試を趨える結果が得られた。「他の地域包括支援センターに対する支援を

行う jは，平均点 3.7 点であった。また，カリ~ュヲムの流れ及び}I関j平については，平均

点で4点以上の評f!lIiが得られた。ただし， rmH!彦の時間数は適切だった」は平均点が 3.2点，

r3日間という日数は適拐であったJI立平均点が 2.9点であった。内容については概ね高い

評価が得られたが，日数と時間数についてより祭場の研:諺やフォローアップiこよるサポー

トを望む声があり線腐となった。

連携指:4:i容の活動状況

42名から髄査票を回収した。(聞収率 100%)r役割・活動内議j については，地

域におけるネットワーク体制構築として緋梱sosネットワ…クに参加Jr町のネットワ

「サボーター養成欝撲への参加Jr家族会等での榔総Jrかかりつけ医との

関係づくり Jr民生委員や地域の機撰への事業説暁jなどが行われていた。組、知症疾患医療

との連携として「適 1思議撲の会議で連絡譲整Jr説話・メーノレiこより連絡調整J

f峡部センターに出向き連絡調畿Jrインテークシートを作成し連掠jなどの意見があった。

若年紙、知症者の支援については， rハローワークの障害掠当者， 1怒審者議業センターの職員，

謀議低療センター職員などで会融Jr家族会の立ち上げ支援Jr家族会への訪需と構報ij文集j

当翠知痕デイ等でのtl!l報収集・ケース発拙Jr住民への啓発jなどの意見があった。{患の地

竣告揺センタ-1こ対する支譲としては「会議や地J成の部会での定期的な情報交換Jr地域の

研修会での事業競顎Jr穏諮センターの定例会で、の'1脅報交換Jr基本情報や相談記蹄の間覧J

「研諺会の情報提供Jrケ…スに対する異字学的な勃設指導jな)::があった。認知癒疾臆阻療

センターとの連携は 28Osの受講者が?連議が殻れているj と毘答し連携が敢れていな

い・どちらとも蓄えないJと回答したのは 11名であった。署名巣市との連携につし

取れているとしたのはれ名 (50%)であり，連携が取れていない・どちらと

題答したのは汚名であったo 対象地域の人口規模によって活動内容にばらつき?がみられ，

それらを踏まえたフォローアップ体制の構築が今後の課題となった。

認知症対応マニュアノレの作成

合計で 3簡の議委員会を関濯し，認知援対応、マニュアノレの内容を検討した。また，議論の

結果を踏まえ， 147ベージからなる f議機器括支擾センターにおける認知感ケアガイドラ

インJを作成した。ガイドラインは「認知症者支撞のための連携の考え方Jr地域包括ケア

における認知盛連携担当者と認知症疾感慌療センタ一日語、知症ケアにおける握壌連携日高

と権利擁護の実際Jr漕年都知症者への支援Jr認知症者のケアマネジメントj

f認知症ケアに欝連する専問職Jr認知症ケアにかかわる機関・事幾jについて具体的に説

明する内容とした。

@ 

.'--“--ヘ、
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5)部知症高齢醤の家族と墜績の連携促進事業

諏訪さゆり(千葉大学大学院看護学研究科)

出滋比古(鶴田クジニック)

松永英枝子

高橋 E藤{仙台市立病院簿神科・器、知症疾患医嬢センター)

小林淳子(クロス・サービス)

小池富士子(朝日ホームおんせんリハビリテ…ションセンタ

ロ 藤子(ケア24下井草)

永島 光枝{認知症の人と家族の会千灘県支部)

西村美智代 (NPO法人生活介護ネットワーク)

博子(笑JE黙黙看護ステ…ション)

委 文照(語、知建介機研究・研イ疹東京センタ

1.事業のねらい

閥、知症高齢者のBPsmこ対する築物療法について詰3カ日齢による薬物代謝模様の抵下から

高1]邦男や持ち越し議長が起こりやすく，適裂な薬物鯛撃が密難な現状がある。さらに家族

や分譲支援等湾員をは己めとする介護f益事者が，処方された薬について再調整の必要性会

:ニても，墜療機関と十分に連携が取れず翻難を感こている現、状がある。 このような現

状そ踏まえると，家族分護者や介護支援専門員が器、知症高齢者のための適拐な薬物療法に

ついて知識を得て，安全かっ効果釣iこ親物捺法を実施するための情報告?皇室接 z

門員・僅蝶機欝がお互いは共有することが3重要であるといえる。以上を踏まえ，本事業の

ねちいを以下の3っとしたc

1) 探挨介護者が認知読高齢者の薬物療法についてどのような盤難を経験しているのかを

暁らかにするC

2) 家族介識者に認知症高齢者の薬物療法について王確な知織をど提供するc

3) 家族介護者が総知痘高齢者の薬物要法に闘する譲切な情報をど鹿察機関に護換するこ

とを支援する情報提換シートを

2阪事業内容

らい1)2) 3)を遂行する めに，認知症言葉齢者の家族ときま壊の連携f思議事業研

究委員会を設置し，

らい1)および2)を遂行する

した講習会「みんなで学び，

アンケ…ト欝査を実施

3.事業経過

ト案の墳討などを行っ?と。また，

めにき認知盛高齢者の家族介護者と介護支護専門員を対象と

みんなでチャレンジ認会長症ケアJ~行い，講習会参加者;こ

し，講習会プログラム内の検討，アンケ…ト内容の検酎，講習会

評部およかアンケート開資結果の分析，薬物票法支譲シ…ト内容の換針を行った。

は，東京・去を野"愛媛でヰ詔(うち東京2四)実掘した。講督会全倖で， ~京版介護者104名，

介護支護専門員312名の合言十416名の参加が得られた。

17 



薪究活動
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4. 事業結嬢

I) 認、矢IJ症高齢者の薬物械法についての函難・線粗について

2) 

3) 

務誓会に参加した家族介灘者からのアンケート調査結果から，家版介護者が都知~主高

齢者の薬物練法について経験している膿難について泣薬の作賂や副作用iこついて知

識な得ることや，懇の翠j果を確かめることに悶難を惑乙るJなどが明らかになった。ま

薬の名前は知っていても，それが荷の際的で処方されているのか結接していなる

族分護者がいるということが明らかになった。

ま 介護支援専門蔑へのアンケート調査結果から，介護支援専門員自身も薬につい

て幹事HをI-)}把線できていないことや，支援につなげられないこと， 1長城機関とのi定説

が 1-分にJI~れないこと合|村英m .三jill越として感じていることが明らかになったの

木事業講堂l会のがfllli

講習会後アン トにおける満足度などの結果から，効果的な講習金が実施できたと

評髄でき

研究成果物(織物療法iこ畏寸る支援シート)

研究成果物として，家!疾分護者が認知症高齢者の薬物療法iこ関する適切な情報を

から

機関iこ器供することを文捜する構報提供のための冊子 f認知症のとご家族にこころも

も安定した健やかな生活そもたらすケアとお薬のガイドブックJとシート fケア

と治療に生かす生活状態チェック表j を作成した。冊子とシートは，受診時に携帯

すいよう「お築手11長j と問サイズで作成し，携行出来るようなカパ…も作成した。シー

トについては，家族介護者が認知安定高齢者の状慈の変化を，内線している薬と合わせて

観織できるようは， rお菜手II!隠Jiと貼付・可能なシールタイプで作成し，家践が必要に誌じ

てチェックできるような表とした。(本J許諾事業は，平成21年度独立行政法人福祉総療

機構務成事業において爽胤した。〉
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1. 2010年度の研修活動の概要

2010年度の指導省研修受講生は.第 1，期 9名，第 2期 19名，第 3期 21名と昨年震と比較

するとやや減少傾向にあったが， った。

さらに 2009年度と問機に，櫛得議f受鱗市識者全員に実践等移"IJ報告を諜し，これと受講者

の受講要件を加味し，選考粧まま安打。った。この限的は，指導者'1iJf管受講者の蕗矢口元11:ケアに関

する実li出経験を一定の評価i越躍を持って静鏑ずることであり， 1密接生に対して」主主の認知広

ケアに閲する能力を求めた。この実践~~:桝報告の評議基準として，倫理上の問題，適切なケ

アの取り組み，事例で申請者自身が学んだこと，議切な表現や専門用語の建い方，等を 5段

階評価とし評掘した。この評彊基準辻無論2 東京，大府，組合の 3センターが共通の評価基

準を用いて評価している。これにより，研修生の認知盤介護能力や資闘が評舗でき，認知症

iこ関するケア能力が一定以上の頚修生を受け入れること

また 2008年 6売に発表された f認知痘の底掠と生活の憶を高めに緊急、プロジェクトJで

i謙鍛された?認知窺連携強当者j の露首設に伴いその役割を担う者の鵡成研修プログラムの開

:識を当センターで行い， 2009年 l月にはこの養成研修の為のモデ、ル研修を行った。そして

i諮問年疫に誌 3践にわたり認知症連掠担当者研修を行い， 59名の研修者会迎え通算務了

3者数は 101名となったc

2009年度から認知症介諮指導者に必要なコンピテンシ…会問ら

りかかっている。 2010年度は専門職団体・胞設協会等を含む認知義介

i護従事者に対してアンケ…ト鯛還まにより，認知症介護の能力の怠己評髄を求めた嬉系，

i者研修， リーダー研修，指導者研修と，研修が進むごとに修了者の認知症介護の態力の自己

.評価が高まっている状祝が明らかlこなったα2011年疫は，これらの項匡を分析し昌三評錯誤

として整理した上で惜頼性の検討などな行い，金調で統一的な詳揺を行うためのツールとし

ての活用を目指す。

(今井幸充)



2. 認知症介護指導者養成研修

認知痘介護指導者養成研修

平或22年度の器、知義介護指導者研修は開始から 10年腐を向かえ，第 1臨に 9名，第 2毘

;こ 19名p 第 3院に 21名が修了し，合計 49名の都知症介護指導者を各地誌送り

できた。したがってこの 10年間に 534人の認知拙介護指導者が認知症分譲業譲研穆

者・実践リーダ…研修)の企筒・運営や地域での認知接介護の推進設として活動していること

になる。平成 22年度の各聞の修了者 覧を表 1Iこ挙ぜた。平成 22年度の第 l白から第3回

目での研修で講義・演瞥会組~された外来講師は表 2 :こ示した。また平成 22年度第 l

{疹カ Dキュラムを表31こ示

平或 22年度認知捺介議指導者養成研修修了者一覧

彊同
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表2 平成22年設認知症介謹指導者捺成研修相当講師一覧

ま名 戸庁 路 担当問 招滋議議名

西麗 !矢子 新議大学産学部 ①φφ おととよの学びが実るためiこ

佐藤 人
設諜野大学入題鑓係学部 。ゅφ 認知症介護に関連する法制度の理解

社会福祉学科

置塁
チームアブローチ&リ ダーシッブ演習

肉離{主湾総 日本大学文理学部心理学研究室 認知症介護における人材育成の方向性

jl!!間
いけだ後見支援ネット/財団法人東京都福

合金〈号 地域における高齢者藤待詰止と権科擁譲
祉保鑓財団高齢者権利擁誕支援センター

大谷様子 詔お大学 。φ@OJT Iこおける描認め爽藤

島悶 ξJLtコ本 社会彊設法人 特剖養護老人ホ…
① 認知症介融現場における OJTの農関

ムゆた力、

i盟問盤賜陸
NPO法人 ゆめ警察強 e 認知症介護現場における OJTの膿開
小規槙多機能*…ム よかよ台、

諜野義理 有限会←社ブ*ウ…ムエjレフェア
グ)1" 秋津

(2) 認知症介護現場iこおiする OJT

5意 蔀子 監鰻法人保啓護仁纏会設
介護老人 所沢口イヤルの丘

② 認知痕介機現場における OJτ 

原千津子 株式ル合ー社プぷ横ー浜ム掻社研究所付撰
グ 夢譲

③ 認知症介被現場における OJT

人山補一 入奇の会山 本信代
綜'"".と二，

{③ 認知介鑓現場iこおける OJTの腕閲
祉施設春

君 事宇翼 題日本学科社会事業大学 社会構祉学部 揺桂計 e争〈号 地劉域指連し携てのー運欝ーお互L う地域づくりを

主主 藤
社会福説法人みどりの風介機考人保健

① 模擬瀦習
務殻 みどりのき土

長谷川 礼 子
社関握療法人荻母会グルーブホーム 。模i疑j紫哲
容くらカておか

河村俊 桐也市地域包括支援センター 合商高翠

平賞弘奨
社会福祉法人 ゆりの木会 グループホー

〈号 護譲議琶
ム ゆりの木苑

石;a 7k 社会福祉法人ム三栄会特別養護老人ホー

ムベルホー
φ 課課漬習

高山 議
社会議益法人九十九箆ホーム老人探健

① 職場研修成県報告・
結設 自向の箆

名 ili!， 直
社会福 祉 法 人 築 関 古 老 人 彊 社 会特別

G 議場研修成果報告・討議
養護老人ホ…ム横山けやき苑

今井 孝司
上都賀厚生燦撲協問組合連合会者人保韓

こ手 職場研修成東報告・討議
施設かみつが

総 j農希代子
長室諜法人財関税 あきる台グループホ

① 職場研修成果報告・討議
ム滝il.I

強 方雄一 霊長療法人大畿会介護老人課鑓簸設大誠苑 ③ 職場研修成県報告・討議

村島 j享 株式会社マウントパ ドア-~ 吋戸 ③ 職場研修成果報告・討議

弁 稔
中核地域支撰センター

{① 惑裁主主介護における研修カリキ ラム構築の実際
さんJ'S"i工リアネット

... 柑剛

人毛呂病院 者人ホ
宮 坂寿子

ナーシンゲヴィラ与野
① 認知主主介護いおける額修カリキ フム構築の実際

憶， 盛 裕 … 社提会ら播援祉さ法し人き 喜寿会 グループホーム @ 認知疲介護|こおける研修カリキユラム構築の実際

熊谷
株式会社二チイのiまiまえみ グループホ

〈き 認知主主介護における研修カリキユラム構築の実際
ーム 二チイのほほえみま議江

平井恵奨 三井不動産株式会社 7アデザイン室 己主 認知症介護における研修カリキユラム構築の実際
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表 3 平成22年度 認知症介護指導者養成研修カリキュラム

日程 平成 22年度認知症介護指導者養成研修ブ口ゲフム 時間

1日目 開講式 10:00 -10:40 

(月) 1 認知症介護研修総論

1 ) 研修オリエンテーション 10:50-12・00

2) おとなの学びが実るために 13:30 -15:00 
レビュ の説明・レビ、ユーの記入 17:10-18:00 
~ ごノzlt玄LdZh エ 18・30-20:00

2日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(火) 1 認知症介護研修総論

3) 倫理と認知症介護 9・10-10:40

4) 認知症介護に関連する法相度の理解 10:50-12:20 

5) チームアプ口ーチ&リーダーシッブ演習 13:20-17:00 
1日のレビ、ユー 17:00 -17:30 

3日目 本自の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(水) 2 人材育成と教育実践

1 ) 認知症介護における人材育成の方向性 9:10-12:20 

2) 認知症介護実践の振り返り 1 ー理念の実現を目指した課
13:30 -15:00 

題抽出一

3) 認知症介護実践の振1)返り 2 15:10-16:40 

ー課題解決のための口ジ力ルシンキンゲとクリティ力

ルシンキンゲー

図書オリエンテーション 14:50-17:30 

4日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(木) 3 地域ケアの実践

1 ) 地域における高齢者虐待防止と権利擁護 9:10-12・20

2 人材育成と教育実践

3) 認知症介護実践の振り返り 2 13:30 -17:00 

ー課題解決のための口ジ力Jレシンキンゲとクリティ力

ルシンキンゲー

1自のレビュー 17:00 -17:30 

5日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(金) 2 人材育成と教育実践

3) 認知症介護実践の振り返り 2 9:10-12:20 

ー課題解決のための口ジ力ルシンキンゲとクリティ力

ルシンキンゲー

4) 認知症介護実践の振り返り 3 ー課題解決に向けた討議ー 13:30-17:00 
1自のレビ、ユー 17:00-17:30 

6日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(月) 3 地域ケアの実践

2) 地域連携の理解 ーおEいに支え合う地域をめざしてー 9目10-17:00

1自のレビュー 17:00 -17:30 

7日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(火) 2 人材育成と教育実践

5) 認知症介護現場における OJTの展開 9:10-12:20 

6) 認知症介護現場iこ響く援業の練り土庁方ー効果的な授業の
13:30-15:00 

実施・評価・修正

7) 演習企画書の作成について 15:10-17:00 

1日のレビ、ユ一 17:00-17:30 

8日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(水) 1 認知症介護研修総論

6) 認知症介護指導者の役割の理解 9:10-10:10 

7) 研修の自己課題、の設定並びに面接 10:20-14:10 

2 人材育成と教育実践

8) 演習企画書の作成 14:20-17:00 
1日のレビ、ユ一 17:00-17:30 
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9:10-17:00 

17:00-17:30 

9:00-9:10 

時間
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10日間

(金)
9) OJTにおIt

1日のレ

日の研修のねらい・諸連絡

3 地域ケアの寓賎

3) 地域・介諮環境におiする課題解決む実設{実醤オリエンテ

ーション)

2 人材噛成と教育実践

8) 演習企画書の作成

1日のレビュー

本日の研修のねらい・諸連絡

2 人材育成と教育実践

針演習企画書の作成

1 認知症介護研修総論

8) DCnetの理解

1自のレビュー

本自の部修のねらい・諸連絡

2 人材警戒と教育費躍

10) 模擬溝習(ただしマイク口ティ

3 地域ケアの翼議

ヰ) 地域支援体制繍築等推進撃撲の輿際

本自む研緩むねらい‘

11日間

(月)

12日毘

{火)

138呂

{水)

チング)

9:10-10:40 

10:50-12:20 

13:30-15:00 

15:10-17:00 

17:00-17:30 

9:00-9:10 

9:10-17:00 

17:00…17:30 

1丹28日(金)

9:00… 9:10 

~平或 23

9:10…17:30 

9:00-9:10 

9:10"""10:40 

10:50-12:20 

13:30-17:00 

17:00....，.17:30 

リエンテ

2) 概略餅惣UJ1Et強i‘

3) 職場研穫の企護・

1臨のレゼニヱー

を自の研諺{のねらい・謡連総

4 課題解決むための実室長

3) 臓場研諺む念雷・立案{演習)

1日cレゼユー

職場研修 4週語平成 22年 12月 20出足}

本自の研修のねらい・諸達絡

4 課題解決のための実践

4) 職場研修成果報告・討議

本日の研修のねらい・諾連絡

4 課題解決のための実践

4) 職場研修成果報告・

1 認知症介護研修総論

9) 研修成果の評価 ① 

3 地域ケアの実践

3) 地域周介護現場における

ーション)

1日のレビュー

148詔

{木}
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表 3 平成 22年度 認知症介護指導者養成研修カリキュラム(つづき)

日程 平成 22年度認知症介護指導者養成研修プ口グラム 時間

18日目 3 地域ケアの実践 各実習施設の

(水) 5) 地域・介護現場における課題解決の実践(施設実習) 日動の勤務時間

19日目 3 地域ケアの実践 各実習施設の

(木) 5) 地域・介護現場における課題解決の実践(施設実習) 自動の勤務時間

20日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(金) 3 地域ケアの実践

6) 地域・介護現場における課題解決の実践(施設実習 2日閣
9:10-10:40 

のまとめ)

7) 相談と支援のためのコミュ二ケーション(提案内容と伝え
10:50-16:40 

方の検討)

1 認知症介護研修総論

10) ネットワーキングについて 16:50-17:30 

ー指導者の活動におけるネットワーキングの必要性の

理解ー

21日目 3 地域ケアの実践 各実習施設の

(月) 5) 地域・介護現場における課題解決の実践(施設実習) 自動の勤務時間

22日目 3 地域ケアの実践 各実習施設の

(火) 5) 地域・介護現場における課題解決の実践(施設実習) 自動の勤務時間

8) 地域圃介護現場における課題解決の実践(実習まとめ) 13:30 -18:00 

23日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:10 

(水) 2 人材育成と教育実践

12) 認知症介護における研修力リキユラム構築の考え方 9・10-10:40

13) 認知症介護における研修力リキユラム構築の実際 10:50-17:00 

1日のレビ、ユー 17:00 -17:30 

24日目 本日の研修のねらい・詰連絡 9:00-9:10 

(木) 2 人材育成と教育実践

13) 認知症介護における研修力リキユラム構築の実際 9:10-16:40 

14) 認知症介護における研修力リキユラムの評価 16:50-17・50

情報交換会 18:30-20:00 

25日目 本日の研修のねらい・諸連絡 9:00-9:'10 

(金) 1 認知症介護研修総論

11 )認知症介護理念の重要性の理解と展開方法 9:10-12:20 

12) 研修成果の評価 ③ 13:30 -15:20 

修了式 15:30 -17:00 
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1 )平成 22年度力ソキユラム概要 一新去さな単元を中込iこ一

22年度は，ijL成 21年度に実態したカジキュラム改定の結果1r踏まえ，単元の!膜序な

ど1r微調整した。具体的には以下のような諒整を仔っ

-穂縫設案審iこついて

2引l主年手E度芝iは立ま地義域ケアの実諮;にこおいて{紘立霊づ;け?られている地j域成.介龍現場における課題

解決の実践を認知症介説指導者5縫遊成研

場iにこおけるガリキエユLラムの榔鍛に閲する単元惑をどJ研好{修疹の総まとめとして最後iにζ露配込i盟設しP 後期j研

諺の中霞iこ{也擁設実習を民三位した。この変更により他j庖設実習期間中に掠自が入ることとな

り，研修生は，昨年度よりむゆとりを持って懐抱設実習に参加することができるようになっ

た。

醤認知慈介護研修総論

認知接介畿の理念の農鍔方法を換討するための「認知症介協の理念の重要普段の理解と展関

方法」 については，昨年度は器知症介護指謀者の実践報告裁が演習を行ったが，平成 22

変は，期信~のまとめとして位置付け，実鵠者等養成卒業の教育理念の構築とその実現のため

の桧討を行う讃習とした。

i幽人材宵成と教育英銭

研修のカリキュラム作成能力の育成及び設業の金磁力と企罫した授業の腹開能力の義成

=をねらう本教科では，昨年度問機グノレ…プワークにより実賎iiJf修のカジキュラム機築をザい，

i研修:il::i謡者としての能力養成を函り，潔i探に演習を金問し，それを棋械的に実演するという

方法で能力養成をE惑ったo

i沼地域ケアの実践

地域における指導者としての人材育成能力の向上を悶る本教科では，昨年度j司嫌 f地域連

i携の理解j としサ単元において，地域をどのようね理解し，どのように地域のニーズをくみ

:取って認知症者の支援を展開するかについて，欝議及び演習を実務した。また， r地域・介

護現場における課題解決の実蹴Jとして他掬設潔習を行った。総施設実習は f薬繋施設にお

ける認知症分議の課題j の提示&依頼し，研修生がチームで観騒な解法するための異体的な

アドバイスを行う実習とした。

量課題解決の袈賎

認知症弁護に翼連する課題解決能力の向上会困る本教科では， r職場研諺jを業譲したc r職

場研修」でIj:，言語設・事業所の認知痕分識の費向上のための研修，または研穆以外の取り

組みを行い，その取り紘みの成果を評髄し報告することにより，課題解決能力の向上を問

した。



2) 2010年度の力リキユラムの評価

2010年度の第 l固から第3固までの研修生全員が研修修了時にカリキュラム評価を行った。

評価は企画能力育成J["指導能力育成J["スーパーパイズ能力養成J["カリキュラム構成」

「カリキュラム}I慎序性J["時間配分」の項目について研修生が 5件法によって評価するとい

う方法を用い，その平均点を算出した。その結果企画能力育成」で 4.6点指導能力育

成」で 4.6点など，すべての項目で平均点 4.0点以上の評価が示された。時間配分について

は， 4.0点と相対的に低めであったが，昨年度と比較し，実習期間中に土日を挟む等の工夫

を行い，昨年度よりは高い評価が得られている。ただし，自由記述を確認すると他施設実習

について，より時間配分にゆとりが必要であるという意見があり，今後さらなる対応を検討

する必要がある。カリキュラム評価の結果については表4に示す。

表4 平成22年度認知症介護指導者養成研修カリキュラム評価 (1""3回分)

n=49 

企画能力 指導能力 ス-J¥-)¥イザー 力リキュラム 力リキュラム
時閣配分

養 成 養 成 養 成 4葺 成 JlI買 序 性

平均値 4.6 4.6 4.3 4.4 4.5 4.0 

最大値 5 5 5 5 5 5 

最小値 3 4 3 3 

標準偏差 0.54 0.50 0.83 0.65 0.62 0.90 
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3)認知定介護指導者 フォ口一アップ研骸

認知痘介護指導者ブコfローアップ車修は 2004年度の本格実施から 6年間を溜えた。ブ分

ローアップ摂諺第 i思で誌 11名が，そして第2朗自では 13名が受講した。すなわち 3

24名の指導者がフォローアップ樫{都こ参加したことになる。参加者の名簿をき受 5に示

表 5
「τ豆ケ
コζ

諸
国

平成 22年度認知感介護指導者フォローアップ研修受講者名簿

L襲名 名 戸庁 思

群 株式会社

茨 社会橿社法人 翠j青空悪役会

神 亮 有限会社 しおさい 楢摸

晴

務 社会福祉法人

有限会社

ムぎんなん

グループホームいずみ

グループホー

子

埼 務 子保美

毛き 華2 ぞれいゆ グループホーム主よかまちの家時 子 社会福祉法人Eコ

中 キす 益同 子 社会福祉法人 ーム笠松の鐸

山 本 諮大 分 子

ゲループホームウィズ
福 岡 市 E 

rーム1

出
介識者人

崎 武 出

小翠護多機能型館宅介蟻
講 浜 市 松 間

大

ム

美

ゲループホームやまびこ

北九州市福祉事機聞

かe!Eし闘

北九州第立特.8u餐社会福祉法人

護老人ホーム

山
中
ホ 群爵票分譲罰修センタ

ムアリス出 孝
，-

11" 久建産業株式会社グルー

j翠 か!まる 韓式会社 ケアサ…クル

山 寿 量 社会撞社法人 i強襲会特別饗護老人ホーム 第三南陽園

永 橋 事E 子 自宅

緒 方 大 介 社会描投法人 ゼス グループホーム安養

介護老人
構 保口 志

井 上 議 e 横浪ゆうゆう



1) フォローアップ研諺カジ分子ュラム

22年度第 l芭およが第 2沼の認知症介護指導者ブオローアップ研修わカジ今ニェラ

ム法‘表 6tこ示したとおりである。このカリキュラムは墜さ住労働省の察準的カジキュラム

-認知痕の人の望む暮らしの継親書ど衛~的;こ支護する実践者の育成さとねらいとしてし

リキュラムを展開していくための最薪知識

ける人材育成のための方法

る課題解訣の具体的方法

る効果的な投殺の企画・運営のあり

iこ治つだものである。

表 6 平成 22年度探知症介護指導者フォローアップ額修カリキュラム

日程 時時 講義名
09念。ω10:00 開講主主
10:00ω10:20 オリエンテーション

第1B EI 
10:30ペ2:30 認知器介護におiする倫理
13:30ω17:00 諾知症介護におけあ知県的な授業開発1
17:00叩 18:00 1 Elの J

18:15ゅ 20:00 憤報蕊換金
09:00-09:10 本日のねらい剛諸連絡

日関
09:10-12:30 地域灘携のあり方
13:30-17 :00 地域包括ケ?を指導者として展関す各支とめの15築胸実鼓蓄の翠を
17:00-17:30 1日のレビュー
09:00-09:10 本自の研修のねらい緩諸遷絡

関
09:10-12:30 -認諾歪介護iこおける詰果設業構発2
13:30-17:00 :議詑在介護iこおげる結果的な設業開発3
17:00-17:30 1自のレピュ…
。急部-09:10 本日の研修のねらい・諸連絡
09:10山 10:40

第4日銭 10:50-12:30 若年認知思の人の理解と支援の実諜
13:30ペ7:00 認知症介護実践研修における授業評誌のあり治
17:0か17:30 1日のレピュー
09:00叩 09:10 本日のねらい・諸逮絡

第5日間
09:10-12:30 認知症介護£プお研け~人初湾或
13:30-15:00 フォ三ーアツ 畿のまとめと葬罷
15:00-15:30 1 Elのレv'吋ー
15:3令 市:30 多ゴ式

2) 平成 22 年変フォローアップ研{疹カリ~ュラム評価

フォローアップ研諺においても，カリキュラム評舗を行った。結喪主ど表 61こ示す。評経

項自 f;J:，大項闘として「目標の適切さJr閉壊と内容の一致J 方針の議切さJr方針と内

容の一致Jrカリ年ニェラム講成」がありその下に， 3......5嘆きの下位壊闘が設定されたc そ

れら合計 20墳陪について，平埼壁でおおむねヰ点程度の評価を得ることができた。研修

の内容に関しては， i3虫記述の評彊より各地の研務カジキュラムとその課賜及び対策に対

する意見交換を求める意見や地域についてより深く描り下げる単先の議1;殺を求める意見

どがあった。
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表6 平成 22 ォローアップ頚鋒カリキュラム評価結果 (nロ24)

平

標準偏差評僅項目 均 大

{童

Aω1 最新知見の理解 3.9 0.99 ち 2 

品切
A-2 人材育成能力養成 4.1 0.88 5 2 

A-3 課題解決能:tJ養成 3.9 0.85 ち 2 

A備A 捜業企霞運営能力議成 4.1 0.90 5 2 

A糊 5 富三評{霊能力義成 4.5 0.66 5 3 

B-1 A-1が達成できる内容であった 3.8 0.83 5 2 

容由内棋自と

B-2 A-2が達成できる内容であった 3.9 0.74 5 3 

B-3 A-3が達成できる内容であった 3.8 0.72 5 3 

A-4刀、1義胤じをざる内容であった ヰー2数 B-4 0.82 5 3 

B-5 A-5 11、怒川 Ceざる内容であった ヰ.2 0.82 5 2 

針適切方のさ

C-1 研難生から出た問題意識を大切にする 4.5 な59 5 3 

C-2 フ抑 ついて情報調共有検討しあう 4.5 0.72 5 2 

ζ-3 T開 ι盟 ， .... 
いて慢報・共有検討しあう 4.4 0，71 5 3 

C欄4 教脊・?誘導力を高める 4.3 0.91 ち

容内の方針と

。働1 む1薮;念頭において男容を設定していた 4.1 0.90 5 

。-2 C々 を念頭において内容を設定していた 4.1 立99 5 

。舗3 C-3を;念頭において内容を設定していた 4.2 な96 5 
致 。愉4 C-4を念頭において内容を設窓していた 4.0 1.10 5 

ii 
E-l 力リキユラム構成 3.7 0.92 5 2 

と2 カリキュラム)1自序性 3.8 1.01 5 2 

フ ε3 持関配分 3.6 1.01 5 2 
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3. ユニットケ7研修事業報告

ユニット

ット

アップ研修，フォーラ

2010年震の評修等活動は，厚生労働省委託事業，

語設ケアを支える?在職穣のための研修，

，、
3 

ロオ

た。

1)研修等概要

(1) 

→ユニットリ…ダ…研懐講義研修で研修内容念講義や演習を組み合

くコーディネ…タ…設や時には講師役になる人たちを養成する。

5 日間の初任者研修と z ユニットジーダ一事修で実際コ…ディネーターと講師役を行

う築地研修と，最後にまとめの修了時研鐙 113から経み立っている。

(2) 

とした 3日間の疫学研修。講義と譲習を組み合

めの基礎的知識と具体的な方法を学びs

;こ産主義設において敦組む具体的な意義嘗計画を立てる。

・ユニットリーダー研修→ユニットヲーダーを対委長とした 3日間の講義研修と 5間関

の築地研諺。講義と演習の護学とユニットケアを先進的iこ運営している実地研修焔設

にて，入居者の暮らし方と職員のサポートの仕方を総合的立学ぶ内容となっており，

研修後には，管理者と間様臨施設において取組b具体的な遷堂計藍を立て

*高研修ともにz 受講後 l年を目安とし，管理者と日

った運蓄の遺成について援り返り，東京センターに報告する

・ユニットジーダー綾嬢葉地研修撞設選定委員会吋ユニットリーダ…研修の葉地研修

諸設の再認定と金募を行うために事務馬が当議室に委託された。 7月

定作業を行い，持認定6撞設・z募 20議設に対し，調査し選定をした。これにより実

地研修描設総数は 50描設となった。

(3) その他研修

ユニットケア灘営iこは各部署の協働が不可欠である。各専問職;こ求められている殺害2

を遂行で、きるような人材を育成するために下記の研修を行ったc また，誕地務修施設と

してのケアの繋の議認や最新構報の共有ナる機会となる勉強会，研1t酌欝ア生iこ対するフ

ォローアッブのための華修やき実践警客様をど報告するフォーラムを開催した。

(ア)前期ユニットケア摂イ事実地経務受入態設勉強会 (2日開)東京センター 115人

(イ)後期ユニシトケア研皆実地研修受入議設勉強会 (213関)東京センター 116人

(ウ)東京センターユニットケア研拶等事業計画説号写会(113関〉東京センター 35人

1臨看護職のためのユニットケア研棲 (2日開)東京センタ- 90人

〈オ)第 2沼看護轄のためのユニットケア研修 (2日間)東京センタ… 91人

(カ)第 1罷食;こ携わる職員のためのユニットケア研修 (2日間)東京センタ- 85人

(々 )第 2間食に携わる議員のためのユニットケア草野馨 (2日間)東京センタ- 84人

(ク)ユニットケア研憾フォロ…アップ研穆 (213間)東京センタ… 114人
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2) 研修実績

(1) 開催数

年 度

官理者研修

リーダー 回数

研 官妻 教室数

指導者研修

(2) 修了者数

年 度

管理者研修

リーダー研修

指迫害研修

2003 2004 

7回 9回

9回 23回

9教室 23教室

2003 2004 

208名 269名

189名 477名

(3) 都道府県政令都市別参加者数

管

研修ダIj 

指

都道府県 理 導

県No.
政令都市

者 者

研 6耳

修 官華

北海道 5 97 O 

2 青森県 7 32 O 

3 岩手県 9 50 O 

4 宮城県 5 71 O 

5 秋田 県 11 47 O 

6 山 形 県 7 38 

7 福島県 6 63 O 

8 茨城県 13 116 

9 栃木県 17 79 O 

10 群馬県 2 65 

11 埼玉県 6 94 O 

12 千葉県 15 81 O 

13 東京都 11 123 O 

14 神奈川県 O 25 O 

15 新潟県 6 86 

16 富 山 県 5 29 O 

17 石 )11 県 4 39 O 

18 福井県 6 57 O 

19 山 梨 県 O 20 O 

20 長野県 2 74 O 

21 岐阜県 8 73 O 

22 静岡 県 67 O 

23 愛知県 7 112 O 
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2005 2006 

10回 10回

30回 25回

30教室 74教室

2回

2005 2006 

294名 298名

639名 1796名

28名

都道府県
県No

政令都市

24 ニ 重県

25 滋賀県

26 示 都府

27 大阪府

28 兵庫県

29 奈良県

30 和歌山県

31 鳥取県

32 島根県

33 岡 山県

34 広島県

35 iJj 口県

36 徳島県

37 香川 県

38 愛 媛県

39 高知県

40 福 岡 県

41 佐賀県

42 長崎県

43 熊 本県

44 大 分県

45 宮崎県

46 鹿児島県

2007 2008 2009 2010 合計

13回 13回 11回 10回 83回

39回 33回 34回 36回 229回

123教室 142教室 137教室 140教室 678教室

2回 2回 2回 1回 9回

2007 2008 2009 2010 合計

463名 443名 383名 348名 2706名

2908名 3036名 3166名 3246名 15457名

30名 21名 15名 15名 109名

戸国『

ダ研修1) 

指 管

研修ダ1) 

指

理 導 都道府県
E里 導

者 者 県No.
政令都市

者 者

研 研 研 6耳
市妻 fl~ 4妻 4妻

9 83 O 47 沖縄県 9 O 

4 53 O 48 札幌市 5 36 

7 22 49 イ山 台市 O 22 O 

16 114 2 50 さいたま市 4 31 O 

4 67 O 51 千葉市 2 17 O 

4 38 O 52 )11 崎市 3 12 O 

3 35 O 53 横浜市 5 77 O 

O 24 O 54 名古屋市 5 38 O 

6 29 O 55 京都市 4 44 2 

5 54 O 56 大阪市 6 33 O 

8 60 O 57 神 戸市 47 O 

3 42 O 58 広 島市 4 30 O 

3 17 O 59 北九州市 O 7 O 

35 O 60 福 岡 市 4 41 O 

4 60 O 61 静岡市 3 24 O 

15 O 62 堺 市 2 24 O 

8 54 63 新潟市 O 41 2 

2 17 O 64 浜松市 5 28 O 

12 57 65 岡 山市 20 O 

21 82 O 66 相模原市 2 15 O 

6 59 O 

3 38 

8 57 O 合計 348 3246 15 



4. 認知症の人のためのケブフマネジ、メン卜推進事業

1) 地議怨話ケアの推進に向けた研修の演施

認知症の人のためのケアマネジメントセンタ一方式令，多職種が共通ツールとして活用

しながら地域制措ケアを実践していくニとを推進していくために，以下のような系統的な

研修を実施

① センタ一方式地域型基礎研穆 62@] 1，764人

② センタ一方式溶かし方セミナー 10国 156人

e センタ一方式ブ;t-ローアップ研修 6回 91人

地域擢進研修 11密 267人

テーマ型研修(本人・家族が活かす3 若年強認知症2 護壌との連携)

3罰 69入

地境づくり講腹 5悶 350人

2) 合体・各種組織がセンタ一方式を活用するためのパックアップ

議治体や各種サ…ピス事諜所団体3 学校，市民組織，企業，家接会等が，センタ一方式

して，人材育成や地域づくりを行うことそパックアップするために，問い合わせや

支援依頼に対応し，務務会欝の立案や務護観穣ぬ勃誌講請やファシリテーターの紹介や

標準教幹やワークシ…ト毒事の聾供を行った。

3) センタ…方式を活用するよでの助嘗 E 支援

ケア職員、や家族等が実陳にケアを膿関するi擦やケアカンファレンス

所内での人材育成等におけるセンタ一方式の活用に讃する問い合わせに応

援，身近な地域で、の場言者設の紹介等を行った。

4) 平成 22年設センタ一方式実践報告会

地壊や事業

功雷や支

センタ一方式さと多驚諌共通ツーノレとして活用しながら地域包括ケアを捧違憲している実議

事例を全国から矯広く集約し，その災臨報告会を 3)号5際，品J11 (フロントビ/レ)で韻催

した (210人が参加)。その実践報告集を作或した。

5) 避難所でがんばっている認知症の人・家接等への支援ガイド」の作成偏情報機供

平成23年 3s.l 11自に発生した東隠本大震災直後，現地の瀧難所等へ支援に入る行設関

径者やケア関謀者からの認知症の人の文搬のあり方についての問い合わせに対応しs 替に

避難所での支援のあり方をまとめたガイドを律成し，

6) ホームページを通じた晴報発信

「いつどこネッれそ通じて，センタ…方式に関する研笹や教材，活用例等

た。 平成 221:手の運用状況としていつどこネットJの閲覧者数 (visit)は

187，971件，関覧ベ…ジ数が 632，209であり，センタ一方式シ…トのダウンロー

は， 24，774で、あった(ウェッブ~サーパー管理ジフトはよる集計)。
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地域型基礎研修開催肱紫:身近な地域の多様な事業新・職種の人たちが集まり，少人数でセン夕

方式を活用した本人水位のケア・地i誌のチ…ムでの支譲を講義・グル…プワークを通じて実践的に学

ぶ (62地J謹)。

センタ一方式実践報告会:全揺から 200名余りが参加。多搬な立場でセンタ一方式を活用した成果

と繰踊，今後の展望に関する報告{下記参熊〉そもとに，報告者と参加者間で活搬な例措や情報交換

が行われた。

<報告されたテーマ，報告者>

L 一言を大切に:本人の閤りごとにシートで気づき，地域で支える

盤機法人豊田会 メ柱谷中部地域匂括支援センター

ンで本人が安定したケース

大羽啓允さん

2.在宅生活を支えた語宅チームが長年の情報をシートで施設へパトンタッチし，スムーズに麗設主主

活が始まったケース グジーンコ…ブやまぐち生活共需組合グリーンニコ

府定介護支援事業街 絵本蘇子さん

3. 私の支蛾マップシートJを活かして，地域での支譲が広がっ

繍郡市市民福祉部長寿線 竹本美貴さん

4. 集のゴト競支援専問員議会がセンタ一方式合組織的に普及推進し介機交接専門員の資震i向上と多機

種協織が壊醸している伊j

特定非営利活動法人兵斑路介護支援員協会 濃縮株(ペホス)さん

5. 家勝会がセンター方式の継続的数強会を関羅し，当事者の声合介機や医療に届け，力

老いを支える北九州1家旗の会

高田芳信さん， ト隷冨合子さん
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1. 2009年度東京センタ-研究成果報告会

ンターにおける 2009年度の研究成果報告会を 2010年 5月 22日〈土)に認知症介

術研修東京センタ一大会議室ιおいて隣催した。当日誌約 200名の参加者全得て盛会

のうちに余念終了することができた。

事業報告として認知痕ケア高度化推進事業について，アザレアンさなだ縮設

よる報告を行い，語究報告として，昨究・研修スタップが各 I~I Ht \~した航。究の

うち， 8 1許諾線認め報告を行った。プログラム令以刊こ示したので参考にされたいれ科研究

の観袈iこついては， 2009年疫の研究成果報告書公参照されたい。なお，研究成染め本埜報告

辻，臨時ホ…ムページの f認知症介護情報ネットワ…ク J(通称:DCnet)立場毅

開会 13:00 閲舎の検拶

13: 10-13:40 

容f究報告

13:40-14:00 杉山

14:00ペヰ:20 小野寺敬意

14:2ふ14:40 渡迩 措文

14:55剛 15:15 永田久美子

15:15欄 15:35 第三薦議題

15:35-15:き5 高額冨

15:55ぺ6:15 秋葉都子

16:15寸6:35 中村考一

16:35~ 間金の挨拶

閉会 16:45 

研究成果報告舎プログラム

本間詔東京センタ

喝容矢口症ケア高変化接選者評議j

演者:アザレアンさなだ胞校長官島渡

「認知症早期発見に地域旬括支搬センターがどう関わってい

るか。一都内の実態調査か

f地域補助にける地域資額マップの活用j

ピス計画書の説明と照;註に関ずる家族の意識に関

(休語表 15分}

f自治体での認知症地域支護体寄せづくりの継続的な推進にむ

けてj

f認知症高齢者に対する震上庭園の活用とその効県に関する

研究j

?認知症緩和ケアによるリラックス効果・時限への作鰐iこ欝す

る研究j

「福祉教育関係機関誌おけるユニット

「認知痕介護指導者養成研疹の社会的盤植に関する研究ー認

知痘介護指導者の主観的評艇を中心として-J

須貝祐一欝jセンタ…長兼研究部長

研究報告 永s3久美子

2 議長佑一

研究部劇部長

副センタ



2. 2010年度東京センタ-啓発講演会

東京センターにおける 2010 2011年 3月 10日(木)

研修東京センタ 当日は約 150名の参加者を得て盛舎のうちに

会を終了することができた。

講護会では，講演 1として たらー診断から治療までJをテーマ

E吾 妻悪知症介護研究・研修東京センタ センター長による講演を行った。襲譲 2と

して辻認知症の人でも安心 をテーマに，国際室痩福祉大学大

らの葉疑J;t答を行い，活発な意

されたいc

学言建議教授の小野寺敦志誌が講慣を行つ

晃の交換が者われた。プログラムを以下に示

啓発議潰会プロ夕、ラム

13:00 開場

開会の挽拶
13:30 

長谷)I!和夫露知症分譲禁究・ ンター名 ンター長

?と患ったら一診酷から治療までJ
13:40'"""'14:20 

5否 認知症弁護事究・事修東京センタ センタ

して暮らせる地域づくり J
14;40'"""'15:20 

臨欝陸療福祉大学大学院准教授

15:20'"""'15:35 

閉会の換拶
15:35 

-研イ彦東京センター 運営部長
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¥ 

灘¥
粉般の事業 j 

.// 

3. 認知症介護研究・研惨センター

設立10周年記念公開講座12025年の認知症ケア」

-研修センター 設立 10周年記;念公開講座を 2010年 11.F.l 13日{土〉に

よみうりホールにおいて開濯した。当日は約 800名の参加者を得て盛会のうちに会を終了す

13:00ぺ3:10

13:10刷 13:15

13:15-14:05 

14:05-14:25 

14:25倫 16:05

16:05-16: 10 

機会の後拶社会纏祉法人仁

来議挨拶翠生労{麗害認、失Il~

器棚時横

長谷川和夫認知症介護J.

{木鱒

シンポジウム 12025年の閥、女

コーデイネータ- J!1T永俊二 L

.シンポジスト

粟 由 主一

宮島 渡

妻弁令一

長樺かiまる

組父江地郎

ンター名誉センタ

ら)

ら)

(家族の立場から)
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凡伊j

①氏名

②常勤/非常勤

役職と仕事の紹介

③専門分野

④自己紹介

叡 010年渓3隊員

各)e..mailアドレス

@須呉{喜一{すがいゅういち)

舎常識， m究部長兼ifil]センタ…長:介融研究部門の統拐殺務。

③者年締神|張学

(④本業は精神科医で，患者さんを診る仕事が多く，

りません。裕風会購読の診療部長さと兼ねています。

あ

いるようにこの分野でも医者不定です。外来では語、知主主主?恥心とし

た老年期の務持議警が増えています。精神科医二人で切り磁りし，

やや過労気味です。介護が必要になって生活介護措設に入所してきた高齢者も誌とんどが

認知症です。しかも年齢は年ごとに高齢化し， 90鵡代の方がたを診る機会が構えま

u手くお通えにきてほしいJr早くあの世に逝きたしリとおっしゃいます。人が 90議， JOO 

議を生きることとは何かを考えさせられる録日です。

i母[箸告1(共帯)

-須貝佑ー，竹中島部，頼富淳子「本人と家議のための認知症介護班科J永井書庖， 2010.10 

・須貝佑ー，小絞滋鵠 f認知症の最新治嬢法がわかる本j 洋泉社， 2011.3 

〔分担執筆)

・袋長信一:高齢者のうつ病治療と支援方法(地域信括支護，総合格競事例集)1673-11682， 

第一法理， 2010盆g

-領東信一:認知症(櫛口輝彦，野村総一郎編，心の長室学事典)235-337，日本評論社， 2010.9 

・領貝佑一:高齢者うつ病〈高齢者保健揺社実務按究会監修) 111-124，第…法規， 2010.4 

:うっと栄養サポート{高齢者の栄接管理ガイドブック)34・39，文光堂， 2010.2 

[服審論文](共i弓執繁〉

.Yul誌car討iT，註i註ca必i，N、ぜlor討ikoY，註rnarnotぬO繍 Mit匂ar凶lI

註ndva必Ii泌da以tiぬonoft血heJapan自severs凶官叫iぬon.Geria創trGerontぬolIn成t.l0;145-153，201 0 

i解説}

・調貝佑一:認知症の薬に新たな選択技 f晃子uケアマネジメントJ28幽2ヲ:3，2011 

・須貝イ右…，長谷J11恵美子:ヲハピリスタップが知っておくべき認知症の理解と対応「心

臓リハビリテーションJ15，2:232側 235，2010.6

-顎良信一:施設への入所は蕗知挫の予前と進行抑制にどのような影響を与えるか f老年

室学J48:657欄 659:5，2010

i舎ys昭 ai窃dcnet.gr.jp

ゃ今井幸充(いまいゆきみち)

φ非常勤，副セン夕

日本社会事業大学大学説福祉マネジメント研究科(専門職大学院)

教捜

ミ舎考年務神霊学

2011年 3sJまで勤務



φ永 田久 美子 (な がたく

③研究部民部長，ケアマネジメント接選室長

-本人観点にたった瑳解と生器支援をど，地域の多資源が協働

っていくためのセンタ一方式の滑用の推進と活用成果・

と家族が地域で暮ら

治体単{立で構築していくあり方と推進策の調査研究，

・態知症の本人が，認知症と共lとより良く暮らしていく

土の「本人ネットワークJの究緩と調査請究

老年看護学，老年学，地域保健

るためのま告或支護体轄を議

ちづくり支譲

認知症の本人関

@2010年 8月iと，語、知症の本人に先導してもらい， をしました。

とりの鹿力にむしろ勇気づけられながら，毎日，仕事を らしています。

@ 

:認知症ケアの基本， :認知症の治療と ら実装ま

で， 乙;まう， 22011 

:対応が難しい認知躍の方の理解と介護， 13 2010 

[学会発表}

・永

び自己対処，

2010 

遠藤英俊，三浦研，小藤忠英子，熊倉裕子:認知症の本人の生活課題およ

いる支援に撰する欝3変革汗究第 11回日本語、知症ケア学会， 9(2)，331， 

・小森由美子，永沼久長子s 祭倉祐子，平林景子，油井靖子，中島多恵子:センタ

基礎事管の効薬に興ずる検証言題査:認知謀ケアに取り組む人材とチームを地域で縦続豹

iこ育てるため民.第 11回日本皆、知症ケア学会， 9 (2)， 416， 2010 

'永田久美子:早期ケアの必要性と今後のあり方，認知症ケア学会中雪地域大会

抄録集 22-23，2010 

‘諏訪免典子，永田久弟子s 池閏武敏，杉田英現播議選警子，藤田露子，森上掘美，

敬，多賀勉，桑野康一:説、矢口症高齢者のよζ壊行方不号葬者に対した見守り SOSネットワ

ークの確立に向けた研究9 第 11蹄宮本語、知症ケア学会， 9(2)， 406，2010 

{総観論文}

勝永田久美子認知症になっても安むして暮らせる町づくりクリニシャン，第 57巻， 591 

2010 

-永 :団地におけ

ユース 99，1-14， 2010 

との共生の視点から り方を考える，

:認知症の人の芦に耳宏被まそう，おはよう 21 (11)き 72-73，2010 

・永田A英子:iセンタ一方式J活用銭安おはよう 21，21 (14)， 11-15， 2010 

・永凹久勢子本人の患いと力辻失わ札なし¥漢方医学34:pp100-1 02，2010 

・永田A鏡子:認知症の人の家族の心理と支援.神経内科 72:pp229繍 234，2010

-永田久美子:残された星雲港，能力をさぐる「センター方式とは?J，君挙界ヂ判判IJ能下

してガ予ツrうテ子ン 2011年春号， 主婦の友社， 2011 

・永田久美子:態知控:本人も家族も楽になるためにサルーテ 46， 2010 

@kn主主ね鎖倒織doko.net

41 



42 
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スタッフ紹介

凡~J

①氏名

②常勤/捗微動

役椴と{士耳1の紹介

@湾問分野

③怠主主総分

⑤12010年IlU長級

@e-mai1アドレス

@[馨欝}

①渡迫浩文(わたなべひろふみ)

②常勤，研究主幹

舎社会揺社学

窃東京センタ…のスタッフとして勤務することになり求してから 2年

が過ぎました。撤力会がら，認、知症の方，その家族の皆犠，そして

認知症ケアに構わっておられる従事者の普様のお力iこなれるよう尽

力したいと考えております。よろしくお瀬いいた

・護主義措文・今井幸充:講名

認知蹴.最新医学社

三村詩編，最新阪学別冊 新しい治療と ABC 精神 6

i学会発表]

屠宅サービスg'l・醐T!}の説明と同意iこ関する家族の意識に躍する調査 第 58

日本社会話相:学会愛知第 58回日本社会補祉学会愛知

・鈴木良子，護迭培文，依藤美和子，今井率先，長田久雄，本間昭 穂、知症の人へのケア

ン原案の説明必要要性iこ寵する意識と

・謀議浩文，中村考…，諏訪さゆり，今弁護容先，仲井棄なっき仁本開 昭，加藤仲間，柳

務器知産介護指導者犠成研修の社会的憶識に関する研究 務、知痘介護指導者の主観的評

鑑を中心として 第 11回日本認知痕ケア学会

@lトwatanabe窃dcnet.gr.jp

さ〉大島憲子{おおしまのりこ)

岳常勤，主張犠:諺主幹

認知症介護指導者養或接接，認知症指導者フォローアップ研修，器、

知症連携組当者醍諺等をフノレ館経で実態しています。研修内容の充

実に努めたいと思ってし

@認知謀ケア，地域看護学，者年看護学2

@平成 22年 4月に著{壬しました。遠距離通勤で寸が， r気力，体力，

だ大丈夫!若いもの!Jと年齢を重要みず議議っています。家腕は 5人，犬 2頭です。

号[審議事] (共著)

f社会福祉学習双書』繍線香委員会編 『社会檎祉学習双書 2010 第 15巻 分譲概論~，

P13♂28，全冨社会福社協議会， 2010 

φかoshima@dcnet.gr.jp



①秋葉都子(あき試みやこ)

主任研修主幹

昏高齢者掻祉(ユニットケア)

20 11年 3月まで勤務

こういち)ムJ

器部kamura4851@dcnet.gr.jp 
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①中村考一

②常勤，

④娘が 8月に生まれ，先気に育っております。

⑤博士論文「高齢者の行動観察による生活の構造と

析」

る

守〉長谷川和夫(はせがわかずお)

名誉センター長

[著書}

・認、知症ケアの心一ぬくもり

・わかりやすい認語症の匿学館織

らあっし)会小野寺敦志

号非営欝

ミ号老年iL¥理学3

3 )寺2011 

CDfl中井鶴なっき(なかいまなっき)

研修指導員

11月より着任しています。

の場だと実感

ことはき己さじ2009
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凡伊j

也氏名

②常勤/券常勤

役職と仕事の紹介

③専門分野

④自己紹介

⑤12010年度接続

⑥e-m畠ilアドレス
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。弾勝祐介(さいとうゅうすけ)

φ非常助・研修指噂員

@平成 22年は 10月からセンターの生事をさせていただきました。 1

年ぶりのセンターの業務，ありがたいことι(?)慣らし濃転の期

間もなく怒酵のように過ぎていきました。そんな中，研修業務に携

わり，人と人の繋がりの有難さを日々，実感してし

③saitou.y@dcnet都.jp

①吉村百代(よしuらももよ)

②非常勤，図書管理・研修事務

@センターに居躍って3 つい北 10年の見 Bが経ちました。猫は 10

生きるとしつぼが 2本生えた錯又という妖淫になるそうです。そろ

そろ私も{可かが 2本になりそう

@Bewitched27@dcnet.g勾P

①石田誠{いしだまこと〉

争非常勤

窃弁護語社

2011年 3見まで勤務

φ宮口恵美子(みゃぐちえみと)

φ非常勤，研修事務

2011 3月まで勤務

号車JII綾子{たまがわさくらこ)

岳部舟

2011 3 ßJ~まで勤務

運営部

運 営 部 長

運営部主管

運営部主菅

運営部総務課長

運営部総務課長議佐

運営部総務係長

森 重 賢 治

中口 豪

松~跨欝己

務勤でま月年A
U
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1 .事業実績報告

(1 ) 運営体制等

ア 認知症介護研究・研修センター全国運営協議会の開催

3センターの運営等を協議する第 11回認知症介護研究・研修センター全国運営協議会

を，東京センターが当番となって平成 22年 11月 12日に東京で開催したの

(2) 研究成果報告会等

ア 東京センター研究成果報告会の開催

平成21年度研究事業の研究成果報告会を，平成22年 5月 22日(土)にセンタ一大会

議室において開催し，認知症介護研究に対する関係者の理解を深めた。

イ 認知症介護研究・研修センター設立 10周年記念公開講座の開催

仙台・東京・大府の 3センター共同により， i2025年の認知症ケアj と題して，平成

22年 11月 13日(土)に「よみうりホーノレjで 10周年記念公開講座を開催した。

ウ 東京センター啓発講演会の開催

杉並区，杉並区医師会，杉並区社会福祉協議会の後援を得て.i認知症?そのときどう

するj と題した啓発講演会を，平成 23年 3月 10日(木)にセンタ一大会議室において

開催した。

(3) その他の事業

ア 認知症の体験世界や本人ネットワーク等の普及

なじみの交流コーナーを活用して認知症の体験世界や本人ネットワーク等これまでの

研究成果の普及・活用を推進した。

イ 厚生労働省が実施する認知症地域支援体制構築等推進事業の支援

認知症地域支援体制構築等推進事業に関してこれまで集約した自治体およびモデル地

域の関連情報を，平成 22年度に事業に取り組むモデ、ル事業関係者や，他の自治体・地戚

包括支援センター職員等に提供した。モデ、ル地域等で行われる各種研修や講座，調査等

に関する企画相談や資料提供，講師派遣を行った。

ウ 認知症ケア高度化推進事業の実施

認知症の方やその家族のニーズに適切に対応するため，介護現場における認知症ケア

の標準化・高度化を図ることを目的に，個別訪問相談援助，個別ケアの事例研究，海外

調査を行い，ホームページ「ひもときねっとj に掲載した。

(事業実施概要)

・高度化推進委員会 3回開催

・ワーキングチーム委員会 9回開催

・倫理委員会 3回開催

-個別相談援助(事業所へ直接出向いた援助 94事業所等

-ひもときシートを活用した認知症ケアの気づきを学ぶ研修会 9回

(受講者 1，329人)

-事例研究(掲載事例 38事例

・海外調査 アメリカ， ドイツ



-その龍の成果務 ひもとをシート・ガイドライン等

ヱ認知症介護研究講報ネット

平成22年衰の運用状祝とレて，鑓時増報の賞新等行った結果， DCnetへのアクセス数

持u弟愛〉は昨年を上関る月平均 336方政協

オ年報(J)発行

2009 (平成 21)年撲のセンターの研究事業3 研修事嫌及びそのf也事業について，報告

書にとりまとめ2 年報として関係方面に配布
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2. 2010年度東京ゼンター活動一覧

包開催年月日

:平成 22 年 5 月 10 岡~ 7月 9日

i 平成 22 年 5 月初日~ 5月 21日

i平成 22伴5月221'1 

: 'r~l，立 22 "1二6Ji 2 11 ~ 6月 4I1 

i料災 22"F品li9 n ~ 6 n 11 I1 

i予h支22"1' 6 11 12 11 

iボ成 22ir 6 IJ 16 11 ~ 6月 18U 

i米兵長 22'1' 6月 16 1" ~ 6月18日

i平成 22年 ι月 19日・?月 3日

:浮成22年け 26日・ 7月 1013 

i 平成 22 査F6 J守 28 日~ 6月 30S 

i 平成 22 年 6)守 30 日~ 7月 2S 

i 平成 22 年?月毒自~ 7月 8S 

i平成 22年?月 7S ~ 7月 9S 

平成 22{手 7月 11A 

8 研修会等の名斡〈喜男催場所}

第 i翻総知痕介護指導者主室長文研修〈認知症介護iiJf究・研修東京センター)

ニエニエットケア研修悠設関係者連絡会〈認知疲介護.jjJf究・緑内妻東京センター)

平成 21 年波東京センター研究成果報告会{認知品IÎ~介滋研究・好f修東京セ

ンター)

首'iI悶ユニットリーダー研修〈茨城以IJ¥'I受公社〉

者}2同ユニットリーダー研修(メルパルク KYOTO)

認知症ケア地域縫進ワークシ宝ツブ{認知痘介護研究・努fíi!t ~U;(ゼンタ…〉

第 3回ユニットリーダー研修{福間国際会議場〉

第 1回ユニットケア施設管理者{認知痘介護研究・研修東笈センタ…)

地域型基礎研修(認知症介護研究・研修東京センタ…}

地域型基礎研修(認知症介諮研究・研修東京i?:ンタ…〉

第 4回ユニットリーダー研修〈多摩繁永|心情事員教育センタ…〉

第 5回ユニットリーダー研修(かるで 2，7)

第 2回ユニットケア地政管耳芸者(認知総介総研究・研修東京センター〉

第品問ユニットリーダ…研修(ウインクあいち)

センタ一方式フォローアップ研修(秘知指定介級研究・研修東京センター〉

平成 22年 7月 16I:l ~ 7月 17S ひもどきシートを沼周した認知絞ケアの気づきをど学ぶ研修実践者コー

ス(認知鐙介簸研究・仰f{!i.!10i!:センター)

平成 22年 7月 17r] ひもときシート惑と浴剤した認知疲ケアの気づきそ学ぶ研修基機コース

{認知痕介波研究・研修.!1o衣センター)

平成 22{f. 7月 21iel ~ 7 fJ 23 iel お?邸ニエエエットジ…ダー研修(メルバルク KYOTO)

平成 22年 7月 24ぉ・ 2513 認知疲ケア地域総滋研修{認知綾介礎研究・研修東京センター)

平成 22年 7月 26畏-7月 28お 安芸s箆ユニットジーダ…研修(シ3ーケ一本館ピル)

平成 22年 7fJ 26 日~ 7月 30S 第 I@]認矢野主主介護指導者フォローアップ研修(認知症介護研究・研修東

平成 22 年 7 月 28 悶~ 7月 30S 

平成 22 年 7 月 2ヲ日~ 7月初日

PIZ成 22年 7月初日

i平成 22年 8月 1S・8月 21日

i平成 22年 8fJ 4問 ~ 8 fJ 6臼

i平成 22年 8月 4S ~ 8月 613 

i平成 22年 8月 6S ~ 8月 7日

i平成 22年 8月 7日

:lfZ成22年 g月 7日

:平成 22 年 8 月 18 日~ 8月 19日

家センター)

書写予感ユニットヲーダー研修{関山国際交流センター)

ひもときFシートそ活用した認知症ケアの気づきを学ぶ研修築践者コ

ス(東京エレクトロンホール宮城}

ひもときシートを活感した露、知症ケアの気づきを学ぶ研修基礎:コ…ス

{東京エレクトロンホール宮城}

地減裂滋礎研修(認知疲介護研究・研修東京センター}

第 1む鹿ユニットザーダー研修{ホテルニューオータニ長j笥}

第 3悶ユニットケア縮設管理者〈詑、知症介護研究・研修東京ゼンター)

ひもときシートを活用した認知痘ケアの気づきを学ぶ研修実践者コー

ス{ダイテックサカエ貸会議室)

ひもときシートを活用した認知症ケアの気づき安学ぶ研修主義礎コース

(ダイテックサカエ貸会議室)

センタ一方式活かし方セミナー{認知症介護研究・研修策京センタ…}

ひもときシートを活用した認知症ケアの気づきそと学ぶ研修築襲撃事?コ

ス(くまもと県民交流館パレア)

平成 22 年 g 月 18 日~ 8 fJ 20日 第 11回ユニットリーダー研修(熊本交通ゼンタ…ホテノレ}

写真立22年 S月 19日 ひもときシート告と活用した認知疲ケアの気づ脅さと学ぶ務修芸家礎コース

(くまもと県民交流官官パレア)

平成22年 g月 22S ・9fJ 11岡 地域裂葱礎研修(認知症介被研究・研修東京センター)

平成22年 g月 23S ~ 10月 22S 第 2 -研修東京センター〉

平成 22 年 8)ヨ 25S~8 fJ 27 日 第 12悶ユニットジ…ダ…研修(ウインクあいち)



平成22年 8Jl 30 回~ 8)司311:: 

平成22年 8Jl 30 伝~ 8 Jl 31 13 

平成 22年 8月 31悶

平成22年 9月 l日 ~9 Jl 313 

平成22年 9)司4日

平成 22年 9Jl 8悶 ~ 9月 1013 

平成22年 9Jl 15 同~ 9月 17日

平成22年 9Jl 15 13 ~ 9月 17日

平成22年型Jl16臼

平成22生存9Jl 17日

平成22年 9Jl 24 回~ 9月25巨

平成 22年翌月 2513 

平成22年 9Jl 25 13 

平成22年 9月 27日~予月おお

平成 22 年 9 月 29 日~ 9月初日

平成22年 9月初日

平成22年 9Jl 30 13 • 10月 21日

平成22年 10月 2日・ 3隠

平成22年 10Jl613 ~ 10月 813 

平成22年 10)ヨ1413 ~ 10月 1513 

平成均年 10月 1613 

平成 22 生存1OJl 1昔日~ 10Jl21 13 

平成 22 年 10 月初日~ 10 Jl 22 6 

平成22年 10月22日

平成 22 華料 10 月 26 同~ 10月276

平成22f手10月27日

王手英文22年ぬj守27ヨ'"10月29日

平成22年 10月 288 ~ 10 Jl 29日

平成22年 10月 3113 

平成22年 llJlll3 ~ llJl513 

平成22年 11月 1日 ~ 11月 513 

平成22年 11月 2S ~ 11月4悶

平成 22年 11月 3日 ~11 月 5

平成22年 11月 3日

平成22年 11Jl4日

平成22年 11月 8際 ~ 11月 10悶

平成 22年 11Jl 10 関 ~11 月 12 日

平成22年 11月 13怒

ひもときシートを活用した認知疲ケア(1)気づきを学ぶ研修実務者コー i
ス(広島市まちづくり市民交流プラザ〉

ユニットケア研修フォローアップ研修(認知痕介護研究・研修東京セン z

ター〉

ひもときシートを活用した認知疲ケアの気づきを学ぶ研修基礎コ…ス i

〈広島市まちづくち市民交流プラザ)

第 13密ユエットジーダー研修(JA共済埼玉ピノレ)

センタ一方式活かし方セミナ…

第 4@.!ユニットケア施設を安潔者〈認知症介護研究・研修東京センター)

第 14日ユニットジ…ダ…研修〈ホテルホップインアミング)

第 l回認知疲連総扱き筆者研修〈夜、安芸痘介護研究・研修東京セン4ター〉

認知症ケア 地域づくりま誇凝〈認知痘介護研究・研修笈京センター〉

認知症ケア地域機滋ワークシ吉ツプ〈認知痘介護研究・研修策交センター

ひもときシート告と活用した認知症ケアの気づき安学ぶ研修爽務者ニコー i
ス(大3反社会福祉指導センター)

ひもとをシートを活用した認知症ケアの気づきを考会ぶ研務議機ニコ…ス;

{大波紋会福祉指導センター)

センタ一方式ブ;tコーアップ研修(認知症介護研究・研修策京センター) : 

3彰i潟望号幾識のためのユニットケア研修(認知痕介機研究・研修東京セ i
ンタ…〉

ひもときシートを活用した認知主主ケアの気づ殺を学ぶ研修実践者コ

ス{北海道窪治労会宣言〉

ひもときシートを活用した認知主主ケアの気づきを学ぶ研修基礎コース i
(北海道自治労会館)

地域型基礎研修(認知疲ブト護研究・研修笈笈守主ンター〉

認知症ケア地域推進研修

第 5回ユニットケア施設管穏者(認知疲介護研究・研修東京センター)

ユニットリーダー研修実地研修施設勉強会{認知接介護研究・務修策京 i

センター〉

第 11E1講習会田みんなで学びみんなでチャレンジ認知痘ケアJ(認知疲 i

介護研究・研修東笈センター〉

第 15密ユニットジ…ダ…研修(仙台関際センター)

第 16沼エエニットジ…ダー研修〈ホテルニューオータニ長岡)

認会君主主ケア 綴竣づくり講座 i 
ひもときシート会活F脅した怒知疲ケアの気づきを学ぶ研修実践若者…

ス(認知疲介護研究・研修業京センター〉

ひもときシート告と活用した認知痘ケアの気づきを学ぶ研修滋礎コ…ス

(認知症介護研究・研修東京センター〉

第 17閣ニエニニットリーダー研修〈メルパノレク KYOTO)

第 2闘精綴織のためのユニットケア研修{認知症介護務究・研修東京セ

ンター〉

警告、知疲イケア テー?型講座(認知症ブト護研究・研修東京センタ…〉

ニエニニットケア指導者養成研修 初任者研修〈認知疲介護研究・研修笈京 2

センタ…〉

第 2慰霊悪知痘介護指導者フォローアップ研修(官官、知疲介緩研究・研修東:

笈センター}

重苦 18際ユニットジーダー研修{メトロポジタン務崎)

第汐鼠ユニットヲーダー研修{福間医際会議場〉

センタ一方式活かし方セミナー

認知症ケア 地域づくり議窪

第 6回ユニットケア施設管理考〈認知安定タ幾研究・研修東京センター)

第 20回ユニット日ーダー研修{メルパノレク OSAKA)

認知症介護研究・研修センター設立 10周年記念公葬義務媛 2025年の誌、 i

知症ケア(よみうりホール)
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平成 22 年 II 月 15 日~ II月 17Fl 第 21回ユニットリーダー研修(札l悦コンベンションセンター)

平成 22年 II月 15rl ~ II月 17日 第 2回認知症辿jj!)担当者研修(認知症介泌研究・研修llu;(センター)

平成 22 年 I1 月 18 日~ 11月 19日 第 l回食に腕わる職員のためのユニットケア研修(認知症介部研究・研

修*京センター)

平成 22年 II月 21日 第 2回講習会「みんなで学びみんなでチャレンジ認知症ケアJ(仙台ガ

ーデンパレス会議室羽衣)

平成 22 年 II 月 24 日~ II月 26日 第 22回ユニットリーダー研修(ウインクあいち)

平成 22年 II月 26日 認知症ケア地域づくり講座

平成 22年 II月27日 第 3回講習会「みんなで学びみんなでチャレンジ認知症ケアJ(柳原公

民館)

平成 22年 II月 27日・ 12月 18日 地域型基礎研修(認知症介被研究・研修東京センター)

、11.成 22{f II 月 29 日~ 12月 l日 第 23 回ユニットリーダー研修(多燃永 111~'i' ffi救 rrセンター)

平成 22 年 1I 月 29 日~ 2月 10日 第 3回;認知症介彼指綿者養成研修(認知能介波研究・研修W:JiCセンター)

平成 22年 12月 1日 ~ 12月 3日 第 24回ユニットリーダー研修(メルバルク KYOTO)

平成 22年 12月3日 認知症ケアテーマ型講座(認知症介被研究・研修東京センター)

平成 22年 12月4日 第 4回誹習会「みんなで学びみんなでチャレンジ認知症ケアJ(日本赤

十字社熊本健康管理センター)

平成 22年 12月4日 認知症ケアテーマ型講座(認知症介護研究・研修東京センター)

平成 22年 12月 5日 第 5回講習会「みんなで、学びみんなで、チャレンジ認、知症ケアJ(千葉大

学亥鼻キャンパス)

平成 22年 12月 8日 ~ 12月 10日 第25回ユニットリーダー研修(ウインクあいち)

平成 22年 12月 8日 ~ 12月 10日 第 7回ユニットケア施設管理者(認知症介被研究・研修東京センター)

平成 22年 12月 11日 センタ一方式活かし方セミナー(認知症介被研究・研修東京センター)

平成 22年 12月 12日 センタ一方式フォローアップ研修(認知症介護研究・研修東京センター)

平成 22'1"'. 12 月 13 日~ 12月 15日 第26回ユニツトリーダー研修(熊本交通センターホテル)

平成 22年 12月 14日 認、知症ケア地域づくり訓座

平成 22 年 12 月 16 日~ 12月 17日 第 2回食に携わる職員のためのユニットケア研修(認知症介説研究・研

平成 22年 12月20日 ~ 12月 22日

平成 23年 l月 12日 ~I 月 14 日

平成 23年 l月 12日 ~I 月 14 日

平成 23年 l月 17日 ~I 月 19 日

平成 23年 l月 19日 ~I 月 21 日

平成 23年 l月21日

修東京センター)

第 27回ユニットリーダー研修(岡山コンペンションセンター)

第28回ユニットリーダー研修(ウインクあいち)

第 8回ユニットケア施設管理者(認知症介護研究・研修東京センター)

第 29回ユニットリーダー研修(仙台国際センター)

第 30回ユニットリーダー研修(メトロポリタン高崎)

認知症ケア地域推進ワークショップ(認知症介護研究・研修東京センター)

平成 23年 l月 22日・ 23日 認知症ケア地域推進研修

平成 23年 l月 24日月 26日 第 3回認知症連携担当者研修(認知症介護研究・研修東京センター)

平成 23年 1月 25日月 27日 第 31回ユニットリーダー研修(岡山コンペンションセンター)

平成 23 年 1 月 26 日 ~I 月 27 日 認知症介誠実践者等養成事業にかかる都道府県等担当者セミナー(認知

症介護研究・研修東京センター)

平成 23年 2月2日 ~ 2月4日 第 32回ユニットリーダー研修(メルバルク OSAKA)

平成 23年2月2日 ~ 2月4日 第 9回ユニットケア施設管理者(認知症介護研究・研修東京センター)

平成 23年2月5日・ 6日 認知症ケア地域推進研修(認知症介護研究・研修東京センター)

平成 23年 2月9日 ~ 2月 11日 第 33回ユニットリーダー研修(福岡国際会議場)

平成 23 年 2 月 14 日~ 2月 16日 第 34回ユニットリーダー研修(ウインクあいち)

平成 23 年 2 月 16 日~ 2月 17日 ひもときシートを活用した認知症ケアの気づきを学ぶ研修実践者コー

ス(認知症介護研究・研修東京センター)

平成 23 年 2 月 16 日~ 2月 18日 第 35回ユニットリーダー研修(HOTEL PLUMMlCOSMO Y) 

平成 23 年 2 月 16 日~ 2月 18日 第 36回ユニットリーダー研修(燕三条ワシントンホテル)

平成 23年 2月 17日 ひもときシートを活用した認知症ケアの気づきを学ぶ研修基礎コース

(認知症介護研究・研修東京センター)

平成 23年 2月25日 ユニットケア指導者養成研修修了時研修(認知症介護研究・研修東京

センター)

平成 23年 3月2日 ~ 3月4日 第 10回ユニットケア施設管理者(認知症介護研究・研修東京センター)
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